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販売促進金ED I推進による
業務効率化の取り組み

※本取材は2021年1月に実施いたしました。

販売促進金の請求書処理に係る業務負担解消を目的に販

売促進金EDIを推進されているMizkan様。販売促進金EDIを

推進する取り組みの背景や効果について伺いました。

株式会社 Mizkan 
取締役 営業本部長　伊藤 勝巳 様
営業本部 営業統括部 営業推進課 専任課長　掃

か も ん ぜ き

部関 治彦 様
営業本部 営業統括部 営業推進課　山内 達次 様
株式会社 Mizkan Partners
情報システム部 システム開発2課　籾山 和夫 様
※オンラインにて参加

株式会社 Ｍｉｚｋａｎ  様
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――はじめに貴社の事業概要についてお聞かせください。

伊藤　弊社は1804年（文化元年）に知多半島・半田で創業し

た家庭用及び業務用の調味料、加工食品、納豆の製造販売

をしている会社です。もともとは造り酒屋で、初代中野又左衛

門がお酒づくりから生じた酒粕を原料に発酵という自然の力

を活かしてお酢を作ることから事業が始まりました。今日に至

るまでには、1964年（昭和39年）に主力商品であるぽん酢「味

ぽん」を発売し、1997年（平成9年）には納豆事業に本格参入

しました。さらに2014年（平成26年）に米国のパスタソースブラ

ンド「RAGU（ラグー）」と「BERTOLLI（ベルトーリ）」を取得

するなど幅広く商品を取り扱うようになっております。

　社業においては企業理念である2つの原点、「買う身に

なって まごころこめて よい品を」と「脚下照顧※に基づく現

状否認の実行」を永遠に守り続け、限りない品質向上による

業績向上を目指しております。2018年には10年先の未来へ

向けたお約束として「ミツカン未来ビジョン宣言」を策定いた

しました。具体的には3つのビジョンがあり、１つ目は「人と社

会と地球の健康」です。創業当初から良質な醸造酢をつくる

ために深く関わっている水に感謝し、これからも水を大切に

した事業活動を行っていく事としています。内容は博物館Ｍ

ＩＭ（ミツカンミュージアム）でご紹介しておりますので是非ご

来場ください。2つ目は「新しいおいしさで変えていく社会」で

す。「発酵技術」をはじめとした「おいしさと健康を引き出す

技術」と健康機能や原料の

「エビデンス」を開発し、お

いしさと健康を一致させる

努力を続けることで新しい

食のあり方を世界の人々

とコミュニケートしていきま

す。3つ目は「未来を支える

ガバナンス」です。世界で

束ね、地域で活かし、おい

しさを広げるガバナンスを

推進し、100年先も「やが

て、いのちに変わるもの。」

を育む変革と挑戦の企業であり続けたいと考えております。

※脚下照顧：現状に満足せず、己を知り、常に挑戦すること

――これまでのEDI推進に向けた取り組みについてお聞か

せください。

籾山　1991年に出荷案内データを送信することから開始

し、翌年、受発注データの受信を開始しました。受発注は物

流部門、出荷案内は情報システム部門が主管となり現在で

は受発注は115社、出荷案内は47社の取引先様とデータ交換

を行っております。また、EDI化率は明細行ベースで受発注が

92.3％、出荷案内が93.4％とそれぞれ90%以上のデータ化を

実現しております。出荷案内では、データで受け取ることが

出来ない取引先様に対してファイネットが出荷案内データ

を出荷案内書に変換してFAXで送信するというサービス

を利用しており、それがEDI化率を高めている要因でもあ

ります。

掃
かもんぜき
部関　営業部門では自社商品の配荷状況の把握やセー

ルスプロモーションの効果測定のほか、小売店様との取引状

況の確認や営業パーソンの実績管理をするために販売実

績データの受信と活用を進めています。また、販売促進金処

理に関わる事務作業の効率化を目的に販売促進金データ

の送受信も進めております。

――販売促進金EDIでは直近1年でデータ交換先が大幅に

増加しました。推進に至った経緯についてお聞かせください。

山内　販売促進金EDIは2003年から請求データの受信と支

払データの送信を開始しましたが、取引先様からご要望があ

れば都度対応を行うといったことで、こちらから積極的にお声

掛けはしていませんでした。そのため2013年時点で6社とデー

タ交換を行っていましたが、2019年までの6年間で新たにデー

タ交換を開始した取引先様はございませんでした。

　一方で、請求書を紙で受領した場合、販売条件処理シス

テムへの手入力が必要となります。その作業は内務スタッフ

が対応しておりますが品番の把握や入力速度など担当者の

スキルに頼る部分が大きく、正確性や処理工数にバラつきが

ありました。請求件数が多い取引先様を担当すると自ずと作

販売促進金EDI

EDI推進の取り組み
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引先様側でも請求内容との照合を自動化することができ、入

力作業が効率化されるため、弊社同様、処理完了までにか

かる作業日数の短縮や作業の早期化が実現されているとお

聞きしております。販売促進金EDIは双方にとって大いにメ

リットがあるデータだと感じております。

――販売促進金EDI推進の進め方や取引先様へのアプ

ローチ方法をお聞かせください。

山内　まずは営業統括部において請求件数が多い取引先

様を選定させていただき販売促進金EDIが実施可能か営

業担当者を通して打診しております。打診した取引先様の中

にはEDI担当者に到達することができないこともあり、その際

はファイネットに仲介いただきEDI担当者をご紹介いただくこ

ともありました。

籾山　販売促進金EDIが

実施可能というご返答をも

らった取引先様とはEDI担

当者同士でデータに使用さ

れる項目やセットされるコー

ド、漢字の使用有無などを

事前に確認します。取引先

様によって運用方法が多

少異なることがあるため打

合せをする際は時間をかけ

てお互いの認識を合わせるようにしています。そのためコロナ

禍でもオンラインによる打合せだけではなく必要に応じて直接

お会いして打合せすることもありました。打合せ後はサンプル

データをファイネット経由、もしくはメール添付で送ってもらい、

販売条件処理システムに連携できるよう設定作業を行いま

す。問題なく取り込めることが確認できましたら本格的にデー

タ交換を開始しております。

――今後の方針をお聞かせください。

伊藤　営業をサポートする部門では、今回お話ししたデータ

業時間が増えてしまいますが、後続業務のスケジュールは決

まっているため期間内に作業を完了させることに相当な負

荷がかかっていました。

　そのような状況の中、1年ほど前にある取引先様から販売

促進金請求書をWebサイト経由で受領して欲しい、というご

依頼をいただきました。その取引先様は請求件数も多く、入

力作業に時間がかかっていたため、こちらからEDI化を打診

したところ快くご対応いただけました。その結果これまで多く

の時間を費やしていた入力作業が大きく削減され、改めて

その効果を再認識いたしました。かねてより営業本部の重点

取り組みとして「デジタルを活用した内務業務の効率化と標

準化」を掲げておりますが、この件がきっかけとなり販売促進

金のEDI化が有効なアプローチであると判断し、主体的に

推進に取り組むことを決定しました。取引先様のご協力によ

り直近1年間で6社と新たにデータ交換を開始しましたが、今

後更に相手先を増やしていきたいと考えております。

――販売促進金EDI推進によって得られた成果をお聞かせ

ください。

掃部関　販売促進金請求データを受信すると請求内容が

自動的にシステムに反映されるため手入力が不要となり、こ

の部分だけでも業務全体の約60%を削減することができて

います。加えて先ほど述べたように内務スタッフごとにバラつ

きのあった業務精度や作業負荷についても平準化が図れる

ようになりました。さらに周辺業

務においても請求書を仕分けす

る作業や請求内容と実際に小

売店様に納品された実績を照

合する作業、請求内容の確認

から支払内容の確定までにか

かる作業が早期化されるため

販売促進金処理全体を通して

作業時間を大幅に削減するこ

とができています。また、弊社で

は販売促進金支払データの送

信も行っております。そのため取

今後の方針
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交換に関わる業務の他に調理支援や得意先提案に向けた

実績分析及びマネジメントに向けた実績分析の大きく分け

て3つの役割を担っています。特にデータに関する業務につ

いては、「いつでも、どこでも、誰でも」対応できるようにしてい

きたいと考えています。例えば地方エリアの業務を東京の担

当者が対応するといったことができるようにすることで、効率

化、生産性向上につながれば良いと考えています。そのため

にも単純作業はデジタルを活用し積極的に効率化と標準化

を図っていきます。さらに空いた時間で業務全般の品質を上

げることに取り組んでいきます。営業活動においてはオンライ

ンによる商談が進んだことで本社のマーケティング担当が現

地に移動せず同席できるようになっており、今後は動画を活

用していくことで効率的に提案内容の質を上げることが出来

ないか考えています。コロナ禍の中、消費者の購買チャネルや

メニューに対する意識が急速に変わってきています。このよう

な環境下における営業の役割を改めて考え、営業、スタッフ双

方で生活者視点に立った

営業活動が行えるよう業

務の効率化と品質向上を

進め、変化に対応できるよ

うな組織を構築していきた

いと考えております。

山内　内務スタッフの業

務に占める販売条件処理

作業の割合は多いため、

引き続き請求件数が多い

取引先様に対しては販売促進金EDIを打診し、取引先様

と弊社双方の業務効率化に繋げていきたいと考えておりま

す。一方で社内においては、取引様へは営業担当者がアプ

ローチを行うので販売促進金EDIについて知見が無い営

業担当者に対して教育を行っていきます。

掃部関　取引に関する業務については正確性を担保しつつ

標準化と効率化を目指していくことが重要だと認識しておりま

す。それを実現させるためにはデータを活用することが必要

であり、販売促進金だけでなく受発注や出荷案内など様々な

業務で今後もEDIは推進して参ります。どの業務も依然として

紙による取引が多数存在しているためEDIを推進することで

ペーパーレス化に繋がることも期待しております。また、現状の

データ化の仕組みについても業界標準が求められますが、実

際は各社の考え方や仕組みが異なるため足並みを揃えて進

めていくことが大きな課題と認識しています。

――ファイネットに期待することがございましたらお聞かせ

ください。

伊藤　オペレーション業務の標準化と効率化はどの会社

にとっても課題であり、業界の標準化とユーザーの業務効

率化を進めるファイネットにはそれを実現するような新たな

サービスの開発や技術革新、情報提供に期待をしてお

ります。

――ご期待に沿えるよう引き続き取り組んで参ります。本日

は貴重なお話をお聞かせいただき有難うございました。

～「やがて、いのちに変わるもの。」に込めた想い～
この言葉は、ミツカングループが目指したい食や社会・環境の世界観を表現したもの
であるとともに、人々のいのちの源となる食品をお届けするという、大きくて重い責任
を担う覚悟を表した言葉です。私たちは、この世界観の実現に向けて、これからも変
革と挑戦を続けていきます。

ミツカングループは1804年の創業以来、「買う身になって まごころこめて よい品を」
お届けしたいという思いを根底に、時代や環境に合わせて様々な商品を創出してき
ました。これからも強みである「発酵技術」を活かし素材の眠っている栄養を引き出
すことで誰も知らなかったおいしさを発見していきます。そして食の価値、調理、食
べ方、食べる時間と場所などあらゆる食シーンを様変わりさせるような商品を創出
していきます。

CORPORATE PROFILE
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FINET INFORMATION ファイネットインフォメーション

酒類・加工食品業界の標準化推進に向けた取り組み

「酒類・加工食品業界標準化推進会議」
活動状況

1.目的

2.活動方針

3.参加企業数／会議構成

4.全体会議

本会議は、酒類・加工食品業界のメーカーと卸を中心とした商取引等に関する各種情報交換業務の標準化を推進す
ることで、業界全体の発展に寄与することを目的とする。

①問題意識やニーズの高い標準化すべき課題について、議論し方向づけを行い、標準化を実施し普及推進する。
②標準化の必要性が高まる可能性のあるテーマを取り上げ、情報交換を行い、将来に向けての認識の共有を図る。

メーカー22社／卸8社（2021年3月現在）

当社は、酒類・加工食品業界の【標準化】を強力に推進するため、事務局として2003年10月に「酒
類・加工食品業界標準化推進会議」を立ち上げ、メーカー、卸に参画いただきながら、業界の課題解
決に向けた活動を続けています。

●体制
　・毎年年度末にメンバーの互選により幹事を選出
　 ～幹事は、懸案事項の検討、事前の会議資料確認、議事進行などの役割を持つ

●開催頻度
　・3か月ごとの開催（6月、9月、12月、3月）

●直近の主な検討、共有テーマ
　・標準コードの活用（商品識別コード、統一取引先コード）　　・PSTNマイグレーション対応状況
　・日本加工食品卸協会、GS1 Japan、流通経済研究所との情報交換内容
　・新規標準化テーマの選定　～支払案内について、テーマ別会議設置の承認

・課題検討 ・情報共有

全体会議

テーマ別会議 テーマ別勉強会

・標準化全般の検討（他業界、業界団体の情報共有）
・検討テーマの選定および⽅向付け、テーマ別会議の設置判断
・テーマ別会議からの検討内容の確認、追認など



★2020年12月の第84回全体会議において、「（仮称）支払案内検討部会」のテーマ別会議の設置が決まり、今年3月より、入金
　消込業務の効率化を目的として、課題意識のあるメーカー7社による検討を開始しました。

5.近年における主な活動（テーマ別会議／テーマ別勉強会）

目的
CO2削減、ドライバー・作業員不足など、物流現場における様々な社会的問題の解決に向けた対策が急務である中、「納品車両の待機時間
削減による効率的な車両の運用」、「入荷検品作業の簡略化による人員削減」などの課題解決を目指し、当事者間における情報連携のあり
方を検討する

活動成果

●�メーカー／卸間における入荷検品業務の効率化およびメーカー／物流会社間における入出庫、保管、配送業務の効率化を目的に、
以下の標準データフォーマットを策定
　→メーカー／卸間　　　��①事前出荷情報(ASN)
　→メーカー／物流会社間� ①出荷配送依頼、②納入実績、③運賃請求、④倉庫料（保管料）請求
●�事前出荷情報（ASN）については、2016年4月に一般社団法人日本加工食品卸協会にて、メーカー／卸間の日食協標準EDIフォーマットに
おける新たなデータ種として制定
●2017年3月より、当社商品流通VANサービスのデータ種として事前出荷情報（ASN）を追加

目的

●「�統一取引先コード（※）」の実活用に至っていない企業
が、今後活用していく上での課題と解決策、運用ルー
ルを整理する

●本会議体メンバーが率先して実務で活用していく
※�統一取引先コード：酒類・加工食品業界のメーカー／卸間のEDI
で幅広く利用されている8桁の取引先コード。当社にて付番管理を
行っている

活動成果
（継続中）

●既に、統一取引先コードを活用している企業の運用
　実態確認
●統一取引先コードを活用していくにあたっての
　課題整理
●実活用を加速させるための実証実験
　→机上シミュレーションによるコード活用のメリット探究
　→先行活用による効果検証
●実活用に向けたアクションプランの策定

目的

「統一取引先コード付番ルール」の維持管理
●�変更・追加要望に対して、現状を精査し、改定要否を�
決定する
●�現状運用に影響を及ぼす可能性があるルールの変更
も、業界標準の視点で十分に協議する
●また、運用課題の解決に向けた検討も実施していく

活動成果
(継続中)

「統一取引先コード付番ルール（第2版）」の
改定（2021年3月1日より第3版へ）
①付番対象の明確化　・無人店舗も付番対象
②付番ルールの明確化　・屋号店名　・店名略号　
　・企業統合による事業所の統廃合　
　・新旧店舗の並行期間がある同一都道府県内の移転
③運用課題　・近住所チェックの簡略化

「酒類・加工食品業界標準化推進会議」は、
メーカーと卸店が対等な立場で検討/協議する業界唯一の会議体です

・標準化全般の検討（他業界、業界団体の情報共有）
・検討テーマの選定および⽅向付け、テーマ別会議の設置判断
・テーマ別会議からの検討内容の確認、追認など

開催日 2019年度（4月開催） 2019年度（5月開催） 2020年度（1月開催）

テーマ ①メーカー／卸による
　軽減税率対応座談会

①�食品原材料にも国際標準のバーコードを
　ー原材料識別のためのバーコードガイド
　ラインのご紹介ー
　～GS1�Japan（（一財）流通システム
　開発センター）
②金融EDI活用による業務効率化　
　ー流通BMS活用範囲拡大ー
　～GS1�Japan（一財）流通システム
　開発センター）

①�SCM改革の実現に向けたSIP『スマート物流サービス』の�
取り組み
　ー共通基盤としてのあるべき姿と取り組みの方向性ー
　～内閣府�戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）　
　『スマート物流サービス』
②製・配・販連携協議会について
　～（公財）流通経済研究所
③「�ケース単位への日付情報等のバーコード表示ガイドライン」の紹介
～GS1�Japan（（一財）流通システム開発センター）

■物流情報検討部会

■統一取引先コード利用促進部会

■テーマ別勉強会

■統一取引先コード運営部会

メーカー11社／卸4社メンバー

メーカー11社／卸4社メンバー メーカー9社／卸6社メンバー
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今回、ご送付いたしております「ＦＩＮＥ ＦＩＮＥＴ（ファイン・ファイネット）」の宛名や部数の
変更等がございましたら、以下までご連絡ください。

ＦＩＮＥ ＦＩＮＥＴの送付先等の変更について
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弊社では、サービスに関する重要なお知らせをお届けするため、ご加入ユーザー様にはデータ交換に
関する窓口の登録を行っていただいております。
お忙しいところお手数をお掛けしますが、手続きサイトより「担当者登録状況」をご確認のうえ、ご担
当者の登録情報に変更がある場合は、お早めに手続きを行っていただきますようお願いいたします。

ご担当者情報を最新の状態に保つためにご協力をお願いいたします

【連絡先】
株式会社ファイネット　営業推進部　

https://member.finet.co.jp/fts/userLogin/
（1）弊社、手続きサイトからお申込ください。

（2）手続きサイトのご利用方法がご不明の場合のお問い合わせ先

東日本電信電話株式会社および西日本電信電話株式会社（以下、NTT東西）の公表内容
・公衆交換電話網（PSTN）からIP網への移行を2024年1月より開始
・同時にINSネット（ディジタル通信モード）の提供を終了
これにより長い間EDI通信で利用されてきた「全銀協TCP/IP手順」などの従来手順が、ご利用いただけなく
なる可能性があります。
さらに、NTT東西以外のISDNサービスをご利用の場合は、2023年1月から処理遅延が発生する可能性につ
いても示唆されています。
これに伴い、弊社では「インターネット手順」への移行を、2022年12月までに実施いただくことを推奨して
おります。手順移行に関するご質問・ご相談等ございましたら、ヘルプデスクまでお問い合わせください。

【お問い合わせ先】

ファイネット ヘルプデスク   0120-091-094（年中無休7:30～23:00）

ファイネットでは、「インターネット手順」への移行を推進しています
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